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河川整備計画は、当面の具体的な河川整備に関する事項を定めたものであり、流域の社会情勢の変化や地域の意向、河川整備の進捗状況や進捗の見通し等を

適切に反映できるよう、適宜その内容について点検を行い、必要に応じて変更するものである。

また、利根川水系利根川・江戸川河川整備計画にも、河川の整備状況、流域の社会状況、自然状況等の変化並びに新たな知見及び技術の進捗等により対象期

間内であっても必要に応じて本河川整備計画の見直しを行う旨を記載している。

点検の視点 現河川整備計画の内容

１）流域の社会情勢の変化
・土地利用の変化
・人口・資産等の変化
・近年洪水等による災害の発生状況 等

２）地域の意向
・地域の要望事項 等

３）事業の進捗状況
・事業完了箇所
・事業中箇所の進捗率 等

４）事業の進捗の見直し
・当面の段階的な整備の予定 等

５）河川整備に関する新たな視点
・地震対策、流域治水 等

１．利根川・江戸川の概要

２．河川整備の現状と課題

３．河川整備計画の対象区間及び期間

４．河川整備計画の目標に関する事項

５．河川の整備の実施に関する事項

６．その他河川整備を総合的に行うために留意すべき事項

１．整備計画の点検について

利根川水系利根川・江戸川河川整備計画 【令和2年3月 P.44】

第３章第１節第２項 計画対象期間

河川整備計画の計画対象期間は、概ね30年間とする。

河川整備計画の社会経済状況、河川環境の状況、河道状況等を前提として策定したものであり、策定後においてもこれらの状況の変化、新たな知見の蓄積、技術
の進歩等を踏まえ、必要があるは現時点場合には、計画対象期間内であっても適宜見直しを行う。
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整備計画の点検は、事業評価の実施時期等を勘案して、計画的に実施するとともに、点検にあたっては必要に応じて学識経験を有する者の意見を聞くなど、客観

性の確保に努めることとされている。

点検の結果、計画の見直しの必要がなければ、現計画に基づいて事業を実施していき、計画の見直しの必要があれば、変更計画の検討等を進めていくこととなる。

学識経験を有する者

学識経験を有する者

河川整備計画の策定

点検 説明

事業の推進

河川整備計画の点検

河川整備計画の変更の検討

河川整備計画の変更手続き

河川整備計画の変更・公表

意見

関
係
住
民
な
ど

意見

説明 説明

意見

変更手続き
変更必要

変更不要

変更完了

河川整備計画の点検及び変更の流れ

１．整備計画の点検について



２．流域の社会情勢の変化 流域の概要

位置図利根川流域の土地利用状況図（H２８時点）

■ 利根川は、大水上山(標高1,831m）に源を発し、関東平野を東に流れ銚子市において太平洋に注いでいる国内最大の流域を有する一級河川である。
■ 流域は、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県及び東京都の１都５県にまたがり、戦後の急激な人口増加や産業・資産の集中を受け、高密度に発展した首

都圏を氾濫区域に含む。
■ また、関越自動車道、東北縦貫自動車道、常磐自動車道等の高速道路及び東北、上越、北陸新幹線等の国土の基幹をなす交通施設の要衝となっている。

おおみなかみ

関東地方１都５県には全国の人口の約１／４ が集中。
昭和３０年以降東京都を中心に人口が大幅に増加し、その後も緩やかな
増加傾向にある。

（出典：国勢調査）

関東地方の人口の推移

流 域 面 積 ： 16,840km2

幹 線 流 路 延 長 ： 322km

流 域 内 人 口 ： 約1,309万人（調査基準年：H22）

利根川の諸元

利根川流域の土地利用状況図（S５１時点） 利根川流域の土地利用状況図（H９時点）

3



■河川防災ステーション、緊急用河川敷道路等による緊急時の物資輸送ルート
の確保、河川情報伝達システムの整備等のハード対策、浸水想定区域図の公
表とこれに伴う関係地方公共団体の洪水ハザードマップ作成支援等のソフト対
策を整備・推進している。

■現在の利根川の安全の水準は、年超過確率が概ね
1/30から1/40にとどまり、首都圏を抱える利根川・江
戸川の社会・経済的重要性を踏まえると十分ではない。

■利根川・江戸川において、堤防断面の不足や河道断面の不足等により、計画
高水流量を安全に流下することができない状況にある。特に、利根大堰付近、
利根川下流部、江戸川の上流部等において、大きく不足している。利根川河口
部や烏川の一部では堤防の無い区間が残っている。さらに、利根川河口部に
おける導流堤は、その機能の必要性が低下している。

■利根川から江戸川への分派の現状は、河川整
備基本方針で示した分派バランスを基準とすれば、
江戸川に流入しにくい状況となっている。

■江戸川の河口部付近の地域は、地盤が低いゼ
ロメートル地帯に位置しており、高潮堤防の未整
備区間の背後地においては、高潮による浸水被
害が懸念される。

■利根川・江戸川の堤防は、長い歴史の中で
順次拡築されてきた構造物であり、整備され
た時期や区間によって築堤材料や施工法が
異なるため、堤体の強度が不均一である。河
川堤防設計指針に基づき堤防の浸透に対す
る安全性に関して点検を実施し、浸透に対す
る安全性の不足する箇所については対策を
実施している。

■利根川・江戸川に係る洪水調節施設は、利根川上流部に6ダム（藤原ダム、相
俣ダム、薗原ダム、矢木沢ダム、奈良俣ダム、八ッ場ダム）、烏川流域には、下
久保ダムが完成している。

■利根川中流部においては、渡良瀬遊水地、菅
生調節池、田中調節池、稲戸井調節池が概成
している。

▲江戸川河口部

▲利根川・江戸川分派地点

▲利根川河口部

利根川水系

▲利根川右岸１３９ｋｍ付近の築堤履歴図

▲平成１３年９月 台風第１５号出水に伴う漏水状況

埼玉県加須市（利根川右岸１３９ｋｍ付近）

▲鬼怒川合流点付近に整備している洪水調節施設
（田中調節池、菅生調節池、稲戸井調節池）

河川名※1 計画断面※2 

（km） 

断面不足※3 

（km） 

不必要※4 

（km） 

合計※5 

（km） 

利根川 270.4 169.9 29.0 469.4 

江戸川 103.9 29.4 0.8 134.0 

烏川・神流川 47.9 7.6 17.0 72.5 

 令和4年3月末現在
※1：利根川、江戸川、烏川・神流川は支派川の大臣管理区間の一部を含みます。
※2：附図2に示す標準的な堤防の断面形状を満足している区間です。
※3：附図2に示す標準的な堤防の断面形状に対して高さ又は幅が不足している区間です。
※4：山付き、掘込み等により堤防の不必要な区間です。
※5：四捨五入の関係で、合計と一致しない場合があります。

▼堤防の整備状況

河川名※1 
点検対象区間Ａ

（km） 

Ａのうち浸透対策が必

要な区間Ｂ（km）※2 
割合Ｂ／Ａ 

利根川 406.0 250.7 62％ 

江戸川 104.3 63.0 60％ 

烏川・神流川 47.7 4.2 9％ 

 

▼堤防の浸透に対する安全性

平成19年3月末現在
※1：利根川、江戸川、烏川・神流川は支派川の大臣管理区間の一部を含みます。
※2：堤防点検を実施し、追加調査の結果や市街地の造成等による状況の変化により、

対策が必要となった箇所については、必要に応じ対策を行います。

平成１３年９月 台風１５号出水状況 ▶ 埼玉県三郷市（江戸川右岸２４ｋｍ付近）

江
戸
川

２．流域の社会情勢の変化 現状と課題

洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する現状と課題
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水道用水（暫定豊水水利権）
24.6m3/s （28%）
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■利根川・江戸川の水は、広大な関東平野の農業用水や首都圏の都市用水
等種々の目的で多くの人々に広範囲に利用されている。

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する現状と課題

■複数のダムを一体的に運用するダム群の統合管理や、北千葉導水路、利
根川河口堰等の施設の効果的・効率的な運用により広域的な低水管理を
実施している。

■利根川では、概ね3年に１回の割合で
取水制限が行われる渇水に見舞われ
ており、過去の渇水時には、流量が減
少したことによる河川環境の悪化や、
地下水のくみ上げによる地盤沈下の
進行等の影響が発生している。

■利根川・江戸川において許可されている暫
定豊水水利権は、水道用水として約25m3/s、
工業用水として約2m3/sであり、暫定豊水水
利権の安定化が必要となっている。

河川環境の整備と保全に関する現状と課題

-水質-

■利根川の水質は、BOD（75%値）で評価すると
概ね環境基準を達成しているが、江戸川では
利根運河の運河橋において環境基準を達成し
ていない。

■渡良瀬貯水池は、ヨシ原浄化施設等の水質保全対策に加え、貯水池の干
し上げを実施し、カビ臭の抑制に取り組んでいる。

-自然環境-

■利根川・江戸川では、攪乱頻度の減少や外来種の侵入等により一部の区
間では特定の動植物が繁殖し、在来種の確認数が減少。

■渡良瀬遊水地は、豊かな自然環境から、国際
的にも重要な湿地として認められ、平成24年7
月にラムサール条約湿地に登録された。

■江戸川水閘門には現在魚道がなく、魚類等
の遡上・降下の阻害となっている。

-河川空間の利用-

■利根川・江戸川の河川空間は、地域の実情
にあわせ、多様な利用がなされている。

-景観-

■利根川・江戸川は、雄大な流れの背景に、遠
方に広がる山並みや歴史ある町並み等と織り
成す、四季の変化に富んだ景観となっている。

▲平常時の利根大堰下流の状況（平成２４年１０月下旬）

千葉県柏市

茨城県稲敷市

▲国指定重要文化財に指定された横利根閘門

利根川

利根川

▲埼玉県行田市（１５４ｋｍ付近）（平成８年９月上旬）

２．流域の社会情勢の変化 現状と課題

江戸川４０．０～４０．５ｋｍ付近
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河川維持管理の現状と課題

２．流域の社会情勢の変化 現状と課題

■河川の管理は、災害の発生の防止又は軽減、河川の適正な利用、流水の
正常な機能の維持及び河川環境の保全という目的に応じた管理、平常時や
洪水時等の河川の状況に応じた管理、さらには堤防、護岸、ダム、排水機場
等といった河川管理施設の種類に応じた管理というように、その内容は広範・
多岐にわたっており、効果的・効率的に維持管理を実施する必要がある。

■堤防については、繰り返される降雨・洪水・地震や広域地盤沈下等の自然
現象の影響により、ひび割れ、すべり、沈下、構造物周辺の空洞化等の変状
は、不規則に発生する。これらを放置すると変状が拡大し、さらに洪水時には
漏水等が助長され大規模な損傷となり、堤防の決壊につながるおそれがある
。このため、堤防除草、点検、巡視等により異常・損傷箇所の早期発見に努
め、必要に応じて補修等を実施する必要がある。

■河道の維持管理に関しては、出水による河岸洗掘、構造物周辺の深掘れ、
洪水流下の阻害となる土砂堆積、樹林化の進行等に対し、適切に維持管理
を実施する必要がある。

■水門、樋門・樋管、揚排水機場等の河川管理施設の機能を確保するため定
期的な点検、維持補修等を行っている。今後は設置後長期間を経過した施設
が増加することにより、河川管理施設の老朽化の懸念がある。また、施設操
作に関しては、操作規則等に基づき適切に操作を行っている。しかし、洪水、
高潮、津波等が発生した場合のバックアップ機能の強化や操作員の安全確
保の観点から、必要に応じ遠隔操作化や自動化等を進めていく必要がある。

河川管理施設の点検状況

■橋梁や樋門・樋管等の許可工作物に関しては、現行の技術的な基準に適合
していないものや、老朽化が進んでいるもの等がある。このような施設は、洪
水時の安全性を損なうおそれがあることから、施設管理者と合同での定期的
な確認により施設の管理状況について把握し、必要に応じて対策を求める必
要がある。 河川には、上流部、支川等から流出してくるゴミのほか、一部の
河川利用者によるゴミの投棄、家電製品や自動車等の不法投棄が行われて
いるため、河川巡視等による管理体制の充実を図るとともに不法投棄の防止
に向けた取組が必要である。

ゴミの不法投棄の状況許可工作物の履行検査の状況

堤防点検の状況堤防除草の状況

樹木の伐採状況
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河川維持管理の現状と課題

２．流域の社会情勢の変化 現状と課題

■利根川・江戸川の多目的ダム等については、適切な維持管理による長寿命化を
図るとともに、確実な操作を維持するための設備の改良や、情報通信技術の進展
に即した施設管理の高度化、効率化を図っていく必要がある。ダム貯水池には、
洪水により大量の流木やゴミが漂着する。これらの流木やゴミを下流河川に流さ
ずダム貯水池内で処理することにより、ゲート設備等を保全するとともに、下流河
川の流下阻害、樋門・樋管の操作の支障等河川管理上の支障が生じないよう措
置しているが、その処理費用が課題となっている。また、堆砂について観測等を実
施し、貯水池機能の低下を防ぐための維持管理が必要となっている。

■雨量観測所、水位観測所、河川監視用CCTVカメラ等を設置し、観測・監視を行っ
ている。これらによって得られる情報は、治水及び利水計画の立案、低水管理、ダ
ム、堰、水門等の河川管理施設の操作、洪水予測、水防活動等のために重要な
ものであり、定期的な点検や補修、更新を行う必要がある。

■水質事故が発生すると、水道用水や農業用水等への影響のみならず、魚類をは
じめとした動植物にも影響が生じる。水質事故が発生した場合には、関係機関と
の情報共有を図るとともに被害軽減のための対策を実施する必要がある。

新たな課題

-気候変動適応策の推進-

■全国各地で毎年のように甚大な水害が発生している。さらに地球温暖化に伴う
気候変動の影響により、今後さらに、大雨や短時間強雨の発生頻度、大雨によ
る降水量などが増大することが予想されている。施設の能力を上回る外力（災
害の原因となる豪雨、洪水、高潮等の自然現象）による水災害が発生する懸念
が高まっている。このため、気候変動に伴う水災害の頻発化・激甚化など、様々
な事象を想定し、対策を進めていくことが必要となっている。

-大規模水害-

■地震と大規模水害が複合的に発生した場合の被害想定や防災対策に関する
調査研究については、今後取り組んでいくべき重要な課題とされている。

-首都直下型地震-

■東北地方太平洋沖地震及びその後の余震に伴い、地震による液状化等によ
り広範囲にわたり堤防等の河川管理施設が被災するなどの甚大な被害が発生
した。このため、堤防、水門等の河川管理施設の耐震対策や河川津波対策を
講ずる必要がある。

-近年の豪雨災害で明らかになった課題-

■洪水氾濫や内水氾濫、土石流等の複合的な発生等に対応する「事前防災ハ
ード対策」や、発災時の応急的な退避場所の確保等の「避難確保ハード対策」
、地区単位の個人の避難計画作成をはじめとする「住民主体のソフト対策」を
推進するため、「緊急行動計画」を改定し、大規模氾濫減災協議会の場を活か
し、行政以外も含めた様々な関係者で多層的かつ一体的に推進することで、「
水防災意識社会」の再構築をさらに加速させる必要がある。また、「グリーンイ
ンフラ推進戦略」（令和元年７月 国土交通省）において、気候変動への対応と
して一定程度の機能の発揮が想定されるグリーンインフラを既存インフラと相
補的に活用する等、グリーンインフラの活用すべき場面及び方策の方向性が
とりまとめられた。

設備点検 相俣ダムにおける堆砂掘削薗原ダムにおける流木処理

■令和元年東日本台風においては、避難指示等によりピーク付近の流量観測
が実施できていない状況であった。

水位観測所の点検状況

写真きれいに

写真きれいに

簡易型河川監視カメラの設置状況



平成25年 利根川水系利根川・江戸川河川整備計画

八斗島地点での
河川整備計画における目標流量 ：17,000m3/s
河道目標流量 ：14,000m3/s程度

1600年代 利根川の東遷

明治33年 利根川改修計画
計画高水流量 ：3,750m3/s(利根川上流)

■堤防の未整備箇所、流下能力不足箇所のみ改修

明治44年 利根川改修計画改定
計画高水流量 ：5,570m3/s(利根川上流)

■江戸川改修に着手（江戸川への流量配分増大）、渡良瀬川下流遊水地

昭和元年 渡良瀬遊水地工事完成

昭和14年 利根川増補計画
計画高水流量 ：10,000m3/s(八斗島)

■渡良瀬遊水地・田中遊水地・菅生遊水地の調節池化、

利根運河の利用、利根川放水路計画、引堤

・ 昭和22年9月 カスリーン台風 ・ 昭和23年9月 アイオン台風

平成18年 利根川水系河川整備基本方針

基本高水のピーク流量 ：22,000m3/s

計画高水流量 ：16,500m3/s (八斗島)
■上流ダムの嵩上・容量再編・操作ルール見直しによる機能向上、渡良瀬遊水地

田中・稲戸井・菅生調節池の治水容量増大、新放水路の計画、高規格堤防

昭和24年 利根川改修改訂計画
基本高水のピーク流量 ：17,000m3/s

計画高水流量 ：14,000m3/s (八斗島)
■上流ダムの導入、田中遊水地・菅生遊水地の拡張、

稲戸井遊水地の調節池化、大規模引堤、利根川放水路の規模拡大

・昭和57年7月 台風１０号 ・昭和57年9月 台風１８号

平成9年 渡良瀬遊水地調節池化工事概成

・平成10年9月 台風５号

昭和55年 利根川工事実施基本計画

基本高水のピーク流量 ：22,000m3/s

計画高水流量 ：16,000m3/s (八斗島)
■上流ダムの洪水調節量の増大、河道掘削、調節池増強

■ 明治33年に内務省直轄事業として利根川の改修工事に着手した。

■ 昭和55年に利根川水系工事実施基本計画を改定した。

■ 平成９年の河川法改正を受け、平成18年に利根川水系河川整備基本方針、平成25年に利根川・江戸川河川整備計画を策定後、令和2年までに3回変更した。

河川改修の経緯

・昭和24年8月 キティ台風 ・昭和33年9月 台風２２号 ・昭和34年8月 台風７号

昭和24年 多目的ダムの整備に着手 昭和40年 菅生・田中調節池概成

昭和44年 利根川・江戸川大規模引堤完成

平成28年 利根川水系利根川・江戸川河川整備計画（第１回変更）
■ダム事業の検証結果を踏まえ、霞ヶ浦導水事業について記載を変更。

また、各事業の進捗を踏まえた記載の変更等。

平成29年 利根川水系利根川・江戸川河川整備計画（第２回変更）
■ダム事業の検証結果を踏まえ、思川開発事業について記載を変更。

また、各事業の進捗を踏まえた記載の変更等。

令和2年 利根川水系利根川・江戸川河川整備計画（第３回変更）
■事業採択に伴い、藤原・奈良俣再編ダム再生事業について記載を変更。

また、各事業の進捗を踏まえた記載の変更等。
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平成21年 稲戸井調節池概成

・ 平成27年9月 関東東北豪雨

・ 令和元年10月 東日本台風

令和2年 八ッ場ダム完成

２．流域の社会情勢の変化 河川改修の経緯



２．流域の社会情勢の変化 過去の洪水等による災害の発生の状況

千葉県松戸市漏水状況

昭和57年9月 台風18号昭和22年9月 ｶｽﾘｰﾝ台風

埼玉県栗橋町付近浸水状況

埼玉県加須市漏水状況（旧北川辺町）

平成18年7月 前線豪雨

群馬県明和町漏水状況

平成19年9月 台風9号

千葉県神崎町漏水状況 千葉県銚子市浸水状況

令和元年10月 東日本台風

利根川

埼玉県本庄市河岸洗掘状況

発生年月 主な被災市町村

昭和22年9月 カスリーン台風 加須市、久喜市、坂東市 等

昭和23年9月 アイオン台風 太田市、桐生市、足利市 等

昭和24年8月 キティ台風 沼田市、さくら市 等

昭和33年9月 台風22号 五霞町、坂戸市 等

昭和34年8月 台風7号 葛飾区 等

昭和57年7月 台風10号 館林市、神栖市、銚子市 等

昭和57年9月 台風18号 取手市、神栖市、銚子市 等

平成10年9月 台風5号 太田市、常総市 等

平成27年9月 台風17、18号 神栖市、銚子市 等

令和元年10月 東日本台風 藤岡市、本庄市、神崎町、銚子市 等

鏑川

群馬県藤岡市護岸被災状況
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■ 令和元年東日本台風による大雨で、支川の烏川・神流川流域、吾妻川流域において降雨が集中し、3日間の八斗島上流域で流域平均雨量は309mm（雨量確率
約1/110）を記録する過去最大雨量となり、利根川中流部・下流部及び烏川では計画高水位を超過した。観測された水文データと河道条件・河川管理施設の稼
働条件などから利根川本川を流下した流量は、河川整備計画と同規模の洪水であったと推定される。また、沿川自治体による広域避難も実施された。

八斗島上流域平均雨量
 309 mm/3day

凡例

～200mm

～250mm

～300mm

～350mm

～400mm

450m

～150mm

～450mm

450mm～

田中・菅生・稲戸井調節池

埼玉県
三郷市

２．流域の社会情勢の変化 令和元年東日本台風（台風第19号）状況

令和元年東日本台風
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田中・稲戸井・菅生調節池
の越流堤からの流入量をゼ
ロと仮定した場合と比較して，
取手地点において約1.1mの
水位を低下させていたもの
と推定

八ッ場ダム

試験湛水中であったため、流入量
のほぼ全てを貯留した。

：計画高水位
超過区間

10月13日11時頃

江戸川中下流部において既往最高水位
に迫る水位を観測

渡良瀬遊水地

渡良瀬遊水地（第一，第二，第三）の越流
堤からの流入量をゼロと仮定した場合と比
較して，栗橋地点において約1.6mの水位を
低下させていたものと推定

東武伊勢崎線利根川橋

（左岸：群馬県明和町）

利根川

東武伊勢崎線利根川橋

（右岸：埼玉県羽生市）

利根川

埼玉県
羽生市

群馬県
明和町

10月13日13時頃

利根川

計画高水位を超過し、堤防天端まであと約1.3m
まで水位が上昇

計画高水位を超過し、無堤部区間にお
いて浸水が発生

利
根
川

千葉県
銚子市

茨城県
神栖市

10月13日12時頃



◆八斗島上流域における年最大流域平均3日雨量
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２．流域の社会情勢の変化 洪水の発生状況について

◆八斗島地点における年最大流量

◆八斗島上流域における年最大流域平均3日雨量

整備計画目標流量 17,000㎥/s

注）R3の値は未確定の水文データに基づくR3年度末時点の暫定値

※流域に降った雨がそのまま川に流れ出た場合の流量

■基準地点八斗島において、令和元年東日本台風（台風第19号）の流域平均3日雨量は309mmを記録し、整備計画目標流量と同規模の流量となった。

年最大流量及び年最大流域平均3日雨量
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２．流域の社会情勢の変化 渇水の発生状況

近年の渇水の状況としては、利根川では、昭和47年から令和３年の間に概ね３年に１回の割合にあたる16回の取水制限が実施された。渇水時の取水制限は1か月
以上の長期にわたることもある。

■ 利根川における近年（平成28年）の渇水では、利根川上流域の記録的な少雪、５
月以降の少雨により、利根川上流８ダムの貯水量が大きく減少し、最大取水制限
率10％の取水制限が６月16日から９月２日まで79日間（一時緩和期間含む）実施
された。

平成28年 利根川上流8ダム 貯水状況の推移

洪水期制限容量 34,349万㎥

年 取水制限期間
日数

（日間）
最大取水制限率

（％）

昭和47年 6/6－7/15 40 15

昭和48年 8/16－9/6 22 20

昭和53年 8/10－10/6 58 20

昭和54年 7/9－8/18 41 10

昭和55年 7/5－8/13 40 10

昭和57年 7/20－8/10 22 10

昭和62年 6/16－8/25 71 30

平成 2年 7/23－9/5 45 20

平成 6年 7/22－9/19 60 30

1/12－3/27 76 10

8/16－9/25 41 30

平成 9年 2/1－3/25 53 10

平成13年 8/10－8/27 18 10

平成24年 9/11－10/3 23 10

平成25年 7/24－9/18 57 10

平成28年 6/16－9/2 79 10

平　均 － 47 －

渇水：少雨のため、河川水が減少し、取水制限を行った状態

取水制限期間、日数には一時緩和期間を含む

平成 8年

渇水の状況 近年の渇水（平成２８年）の例
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２．流域の社会情勢の変化 水質の状況

■ 烏川・神流川・利根川・江戸川の水質は、生物化学的酸素要求量「ＢＯＤ」（75%値）で評価すると、近年では運河橋（利根運河）を除いて、概ね環境基準を
満足している。

利根川・江戸川のBOD75%値の経年変化

※関東地方一級河川の水質現況より
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江戸川（下流部）・利根運河
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【治水対策の促進に関する要望】
○首都圏氾濫区域堤防強化対策を計画的な実施、さらなる促進
○堤防強化及び河道掘削の促進
○稲戸井調節池の掘削の推進、田中調節池の越流堤の移設等による洪水調節機能の向上
○八斗島上流域において、新たな洪水調節施設の検討 等

【河川環境の整備と保全に関する要望】
○渡良瀬遊水地の環境に配慮した掘削等による機能強化
○生物多様性を保全・再生するエコロジカル・ネットワーク形成を推進し、自然環境整備を図る。
○ヨシ原をはじめ貴重な自然環境を有する利根川河口部の自然再生事業の精力的な取り組み

等
【河川利用に関する要望】

○市民の憩いの場となる安全な河川環境の整備の推進
○堤防や河川水面等の水と緑のオープンスペースの有効利用
○堤防強化と併せ、かわまちづくり支援制度を活用した地域振興 等

【減災・危機管理対策に関する要望】
○河川防災ステーションの早期整備
○洪水氾濫時の避難地の整備
○首都直下地震も見据えた、河川管理施設や緊急用河川敷道路等の耐震対策の推進 等

14

３．地域の意向 地域からの主な要望事項

※本資料は、流域内の自治体等からいただいた主な要望をとりまとめたもの



完了した整備及び現在整備中の主な箇所４．事業の進捗 完了した整備及び現在整備中の主な箇所
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【河川整備計画策定以降(H25.5）～現時点までの整備状況】

整備内容 整備計画 整備済み 整備率 備考

■堤防整備 約206.9km 約42.0km 約20%

■河道掘削 約103.7km 約30.6km 約30%

■江戸川分派対策 1箇所 0箇所 0%

■洪水調節容量の確保 6箇所 1箇所 約17% 実施中：3箇所（50%）

■浸透対策

約60.4km 約23.2km 約38% 首都圏氾濫区域
堤防強化対策

約75.9km 約0.9km 約1% 上記以外

■侵食対策 4箇所 4箇所 100%

■高潮対策 約2.7km 約2.7km 100%

■超過洪水対策 4箇所 2箇所 50%

■危機管理対策

5箇所 1箇所 2０% 緊急復旧活動等の拠点

約14.3km 約12.6km 約83% 堤防天端の保護、
堤防裏法尻の補強

那珂導水路

利根導水路

【霞ヶ浦導水事業の進捗率】

那珂導水路（約43km）
・土浦トンネル 0%(約11.6km）
・石岡トンネル 45%(約11.2km/24.7km)
・水戸トンネル100%(約6.8km)

利根導水路（2.6km） 100%（2.6km)

令和4年3月末現在

 目指す安全の水準は、年超過確率1/70から1/80とし、その水準に相当する河川整備計画の目標流量を基準地点八斗島において17,000ｍ3/ｓとし、このうち、河道
では計画高水位以下の水位で14,000ｍ3/ｓ程度を安全に流下させ、洪水による災害の発生の防止又は軽減を図る。

 利水の現況、動植物の保護・漁業、水質、景観、舟運、塩害の防止等を考慮し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量を安定的に確保するように努める。
 治水、利水及び流域の自然環境、社会環境との調和を図りながら、河川空間における自然環境の保全と秩序ある利用の促進に努める。



堤防の整備

－洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項－

４．事業の進捗状況（治水）

堤防が整備されていない区間や、標準的な堤防の断面形状に対して高さ又は幅が不足している区間について、築堤・嵩上げ・拡築を行う。

段階1 堤防基盤整備を実施

堤防整備の事例
江戸川 左岸 39km 千葉県流山市中野台地先

堤防整備の事例

平成29年3月撮影

整備前 整備後

平成29年12月撮影

利根川 右岸 8.0k 千葉県銚子市芦崎町地先

江戸川

江戸川

段階2 堤防拡幅を実施

整備後

整備前 整備後

令和元年11月撮影 令和３年３月撮影

平成30年７月撮影 平成31年２月撮影

江戸川

江戸川

烏川 右岸 13.4k付近 群馬県高崎市根小屋町地先

整備前 整備後

令和4年3月撮影令和3年5月撮影 16

高さ不足 幅不足

現状 整備後
堤防未整備

高水敷の幅が不足する区間では、第1段階として、低水護岸と高水敷の造成を
行い堤防拡幅のための基盤を整備した後、堤防の腹付けによる拡幅を行います。

整備イメージ



河道掘削

４．事業の進捗状況（治水）

利根川 左岸 140.0k 群馬県邑楽郡板倉町大高嶋地先

整備後

令和3年3月撮影

整備前

令和2年11月撮影

利根川 ３k付近 千葉県銚子市松岸町地先

R3.8撮影

鬼怒川

整備前 整備後

令和2年3月撮影 令和3年3月撮影

江戸川 右岸 35km 埼玉県吉川市鍋小路地先

洪水を安全に流下させるための対策として河道掘削等を実施する。
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掘削イメージ

乾燥化が進み、セイ
タカアワダチソウ等
（外来種）が侵入

堤防整備前

河道掘削に当たっては、河床変動、動植物の生息・生育・繁殖環境、
水質等に配慮する。

河道断面の確保



江戸川の流頭部における分派対策

利根川の洪水を適切に江戸川へ分派させるため、江戸川の流頭部に
おいて河道掘削等を実施する。

４．事業の進捗状況（治水）
－洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項－

洪水調節容量の確保（稲戸井調節池）

池内掘削を推進し、洪水調節容量の増大を図る。

【主な工種の進捗状況】
整備イメージ

主な工種 全体計画 R4まで

池内掘削 800万m3 約255万m3

用地・補償 330万m2 約314万m2

江戸川分派対策

18
稲戸井調節池

H21年2月撮影（掘削前）

稲⼾井調節池の掘削状況

▽ 利根川

洪水を取り込む

掘削

稲戸井調節池

R4年2月撮影

：掘削済み



洪水調節容量の確保（田中調節池） 洪水調節容量の確保（藤原・奈良俣再編ダム再生事業）

藤原ダム 奈良俣ダム

（ダム再生前） （ダム再生後）

死水容量

洪水調節容量
13,000千m3

利水容量
72,000千m3

奈
良
俣
ダ
ム 死水容量

洪水調節容量10,610千m3

利水容量
74,390千m3

洪水調節容量
2,390千m3減

利水容量
2,390千m3増

死水容量

利水容量
14,690千m3

洪水調節容量
21,200千m3

藤
原
ダ
ム

死水容量

利水容量
12,300千m3

洪水調節容量
23,590千m3

利水容量
2,390千m3減

洪水調節容量
2,390千m3増

放流設備
改築

放流設備
改築

４．事業の進捗状況（治水）
－洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項－
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池内掘削（事業中）

越流堤の移設

越流堤の移設による洪水調節容量増大のイメージ

現位置で貯留できる水位

既存施設の機能増強を目的として、
貯水規模を増加させることなく、奈良
俣ダムの治水容量の一部と、藤原ダ
ムの利水容量の一部の振替を行う。
この容量振替に伴い、両ダムの放流
設備改築及び洪水調節方式の見直
しを行う。
【令和４年度事業完了予定】

田中調節池の越流堤移設及び周囲堤等の堤防整備について地元住民等と勉強会等により理解
の共有に努めている。

池内耕作者との勉強会の様子

洪水調節機能の向上を図るため、調査及び検討を行いつつ、越流堤
の移設を行う。

周辺住民向けに配布したリーフレット



洪水調節容量の確保（烏川における洪水調節施設）

烏川は、利根川本川との合流直前に広大な河川空間を有しており、現
在でも洪水時に一定程度の流量低減効果を有しているが、より効果的
に洪水のピーク流量を低減させるため、詳細な調査及び検討を行いつ
つ関係機関と調整の上、囲ぎょう堤等の整備を行う。

４．事業の進捗状況（治水）
－洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項－

20

洪水調節容量の確保（八ッ場ダム）

洪水調節、流水の正常な機能の維持、水道及び工業用水の新たな確保並
びに発電を目的とする八ッ場ダムがR2.3に完成した。

令和元年台風19号直後の八ッ場ダム

令和元年東日本台風において、試験湛水中であった八ッ場ダムは、流入
量の約100%を貯留し、平常時最高貯水位に達した。

烏川調節池

烏川

神流川

上里町

玉村町

高崎市藤岡市

令和2年12月撮影



４．事業の進捗状況（治水）
－洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項－

浸透・侵食対策

堤防の浸透対策としては、これまで実施してきた点検結果を踏まえ、
背後地の資産状況等を勘案し、堤防強化対策を実施する。
堤防が決壊して洪水が氾濫した場合に、大きな被害の発生が想定
される区間においては、現況の堤防断面を拡大する「首都圏氾濫区
域堤防強化対策（川裏のり勾配7割）を実施する。

計画高水位
▽

平水位
▽

用地買収

現在の官⺠境界
舗装

盛土 盛土

現在の堤防

整備イメージ

堤防の侵食対策として、河岸の局所洗掘など堤防の安全性が脅かされうる
恐れのある箇所において、高水敷造成や護岸整備等の対策を実施

侵食対策の事例（利根川 右岸 76.25k 千葉県我孫子市布佐地先）

平成２５年１０月撮影 平成２６年３月撮影

首都圏氾濫区域堤防強化対策の事例（利根川 右岸 141.5k 埼玉県羽生市下川原地先）

整備イメージ

平水位

高水敷
護岸

根固ブロック

整備前 整備後

高潮対策

江戸川の河口から行徳可動堰までの区間において、高潮堤防の整備を実施

高潮対策の事例（江戸川 右岸 1.5k 千葉県市川市下妙典地先）

令和３年９月撮影令和２年11月撮影

整備前 整備後
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首都圏氾濫区域堤防強化対策の事例（江戸川 右岸 39k 埼玉県松伏町金杉地先）

令和3年3月撮影平成３０年３月撮影

整備前 整備後

整備イメージ

江戸川

高潮区間

行徳可動堰

整備前 整備後

令和2年2月撮影平成24年11月撮影

利根川
利根川
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４．事業の進捗状況（治水）
－洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項－

超過洪水対策 危機管理対策（緊急復旧活動等の拠点）

江戸川下流部において、堤防が決壊すると甚大な人的被害が発生する可能
性が高い区間について高規格堤防の整備を行う。

被害の最小化を図る観点から、災害時において緊急復旧活動等を円滑に
行う拠点等の整備を行うほか、災害復旧のための資材の備蓄、排水ポンプ
車等災害対策車両の整備等を進める。

令和２年３月撮影

篠崎公園地区

整備イメージ

整備イメージ

川側住宅側

街路事業（区）

公園事業（都）

区画整理事業（区）

緑地事業（区）

高規格堤防（国）

押付防災ST整備範囲

運動公園（高規格整備事業）整備済

押付地区河川防災ステーション整備イメージ

移転地（高規格整備事業）整備済

小貝川

利根川

※本図は整備後の盛土形状をイメージしたものであり、
共同事業者等との調整により、変更する可能性があります。



流水の正常な機能の維持（八ッ場ダム）

洪水調節、流水の正常な機能の維持、水道及び工業用水の新たな確保
並びに発電を目的とする八ッ場ダムがR2.3に完成した。

流水の正常な機能の維持（思川開発事業（南摩ダム））

洪水調節、流水の正常な機
能の維持（異常渇水時の緊
急水の補給を含む）、水道用
水の新たな確保を目的として
南摩ダムを建設する。

八ッ場ダム下流河川（吾妻峡）の状況

ダム完成後（補給あり）の状況
（令和２年５月２８日）

ダム完成前（補給なし）の状況
（平成２８年５月２９日）

－河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項－

４．事業の進捗状況（利水）
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南摩ダム工事実施状況（堤体盛立工他施工中）

八ッ場ダムの下流河川への補給状況

利水放流設備による補給



霞ヶ浦導水事業

那珂川下流部と霞ヶ浦を第１導水路で連絡するとともに、利根川下流部と霞
ヶ浦を第２導水路で連絡し、河川湖沼の水質浄化、既得用水の補給等流水
の正常な機能の維持と増進及び特別水利使用者に対する都市用水の供給
の確保を図り河川の流水の状況を改善することを目的とする霞ヶ浦導水を
整備する。

上流ダム群からの補給（平成28年利根川渇水時の対応例）

平成28年渇水時には、正常流量を確保するため、平成28年５月以降８月
末までに利根川上流８ダムより、総量約２.９億㎥の補給を実施した。この水
量は、１都５県で使用される生活用水の約３０日分※に相当する。

長期間にわたる取水制限の実施となったが、ダム群の統合管理や北千葉
導水路等の施設の効果的・効率的な運用等により、市民生活や各種生産
活動への影響を軽減した。
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河川流量とダムからの補給状況

（平成28年 利根川本川の流況（5月～8月））

実績流量(栗橋＋大堰取水)

ダムが無かった場合の流量

栗橋上流域雨量

ダムからの
補給

雨の少ない6月上旬には、河川流
量の約半分をダムから補給

※茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県および東京都の人口約3,400万人の生活
用水の一人一日平均使用量（288.4㍑)で換算した値

－河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項－

４．事業の進捗状況（利水）
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霞ヶ浦導水事業模式図位置図

石岡トンネル第一工区工事の実施状況 桜川試験通水の実施結果（令和４年）
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水質改善対策

－河川環境の整備と保全に関する事項－

自然環境の保全と再生

４．事業の進捗状況（環境）

利根運河では、関係機関や地域住民等と連携して、利根川から導水するた
めのポンプを整備するとともに流域対策を含む水質改善対策に取り組む。

利根運河水環境整備事業

ヨシ原や干潟の保全・再生、河岸やワンド等の再生のため、高水敷掘削
を実施する。

利根川下流自然再生

・利根川からの導水、川底に溜まった泥の除去（浚渫）により、BODで
42％（H10～H19：平均8.6mg/L⇒H27～R3：平均5.0mg/L）の水質の改
善がみられました。

ポンプ整備箇所
（野田導水機場）
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利根運河
運河橋(利根運河)

H10～H19の平均8.6mg/L

平均5.0mg/L

環境基準：3mg/L以下

整備前 整備中 整備後

水環境に関する情報交換・意見交換を行
う利根運河協議会（水環境ミーティング）

東庄町新宿地先
にいじゅく

整備後（Ｒ１.8.8）
施工後5年

乾燥化が進み、セイ
タカアワダチソウ等
（外来種）が侵入

堤防整備前

湿地環境（ヨシ原・干潟）の保全・再生，
河岸やワンド等の再生により，利根川
下流における 生物多様性の確保が 期
待されます。

整備前（H24.10.16)

整備後（H27.4.24)

施工後一ヶ月

整備後（イメージ）

：高水敷掘削範囲

ワンド・水路

の再生

河岸の再生

ヨシ原の
保全・再生干潟の保全・再生

堤防

運河橋

江戸川

利根川底泥浚渫箇所

底泥浚渫箇所

利根運河

浚渫・ポンプ整備実施箇所

野田導水機場

野田市

柏市
流山市



ヨシ原・干潟の侵食を押さえ、ヨシ原・
干潟が創出されている。
（消波工 Ｈ２８．３整備完了）

江戸川

整備後 近景 整備後

自然環境の保全と再生

利根川・江戸川の自然環境の変化が懸念される区間においては、
利用状況を勘案しつつ利根川・江戸川が在来有している自然環境
の保全・再生を図る。

江戸川自然再生事業

人と河川との豊かなふれあいの確保に関する整備

人と河川との豊かなふれあいの確保については、自然とのふれあい
やスポーツなどの河川利用、環境学習の場等の整備を関係機関と調
整し実施する。

烏川環境整備

４．事業の進捗状況（環境）
－河川環境の整備と保全に関する事項－
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航走波整備前

市川市上妙典地先（江戸川）

落差を解消し、利根運河における水域の
連続性が確保される。
（城の越排水樋管 Ｒ３．３整備完了）

落差あり

利根運河

落差解消

柏市大青田地先（利根運河）

約100cmの落差

整備前

利根運河

魚道の整備

【利根運河】【利根川・江戸川（H27完了評価）】

完成した階段護岸（H29.8）

完成した管理用道路の状況
（H29.8）

花火大会の利用状況
（H30.8）

緑道整備
（高崎市）

階段護岸整備
（国土交通省）

緩傾斜坂路整備
（国土交通省）

桜観音橋（人道橋）
（高崎市）

展望レストハウス整備
（高崎市）

出典：高崎市

河川管理用通路整備
（国土交通省）

和田橋運動広場（サッカー場）
（高崎市）

少年サッカー大会の状況

完成した緩傾斜坂路（H30.3）消波工の整備

江戸川

ヨシ原・干潟の侵食

ヨシ原・干潟が創出



人と河川との豊かなふれあいの確保に関する整備
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【平成31年3月完成】

江戸川水辺整備事業（江戸川環境整備：坂路・階段整備）

整備前 整備前

未舗装のため、河川利用に不適であった。

整備によりサイクリングやマラソン大会に
使用されている。

JR武蔵野線により地域が分断されていた

整備により、JR武蔵野線の下を
通行できた。

整備後整備後

松戸市横須賀地先（坂川）葛飾区江戸川高水敷（江戸川）

人と河川との豊かなふれあいの確保については、自然とのふれあいや
スポーツなどの河川利用、環境学習の場等の整備を関係機関と調整し
実施する。また、沿川地方公共団体が立案する地域計画等と整合を図
り、高齢者をはじめとして誰もが安心して親しめるようユニバーサルデ
ザインに配慮した河川整備を推進する。

坂川

【平成30年3月完成】

４．事業の進捗状況（環境）
－河川環境の整備と保全に関する事項－
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４．事業の進捗状況（維持管理）

堤防の維持管理／河道の維持管理 水門、排水機場等の維持管理

水門、樋門・樋管、堰、排水機場等の河川管理施設の機能を適切に維持し
ていくために、洪水等の際、必要な機能が発揮されるよう、適切に点検、巡
視等を行い、施設の状態把握に努め、必要に応じて補修・更新を行い、長
寿命化を図る。

－洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項－

多目的ダム等の維持管理

多目的ダム等については、洪水等の際、必要な機能が発揮されるよう、適
切に点検、巡視等を行い、施設の状態把握に努め、必要に応じて補修・更
新を行い長寿命化を図る。

樋門設備の更新事例
（H29 利根川右岸16.5ｋ 石出樋門）

設備点検湖面巡視

堤防の機能を適切に維持していく
ために、変状や異常・損傷を早期
に発見すること等を目的として、適
切に堤防除草、点検、巡視等を行
うとともに、河川巡視や水防活動
等が円滑に行えるよう、管理用通
路等を適切に維持管理する。河道
の機能を適切に維持していくため
、適切に点検、巡視、測量等を行
い、河道形状の把握に努める。

写真きれいに
写真きれいに

写真きれいに

写真きれいに

堤防天端の亀裂補修の状況

堤防除草の状況

河川巡視の状況

堤防点検の状況

老朽化したゲートを交換

更新されたゲート

可動堰の更新
（江戸川放水路

行徳可動堰）



４．事業の進捗状況（維持管理）

許可工作物の機能の維持

－洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項－

地域における防災力の向上

29

橋梁や樋門・樋管等の許可工作
物は、老朽化の進行等により機能
や洪水時等の操作に支障が生じ
るおそれがあるため、施設管理者
と合同で定期的に確認を行うこと
により、施設の管理状況を把握し
、定められた許可基準等に基づき
適正に管理されるよう、施設管理
者に対し改築等の指導を行う。

不法行為に対する監督・指導

河川敷地において流水の疎通に支障のおそれがある不法な占用、耕作及び
工作物の設置等の不法行為に対して適正な監督・指導を行う。

河川等における基礎的な調査・研究

降雨量の観測、河川の水位・流量の観測、河川水質の調査等を継続して実施
する。観測精度を維持するため、日常の保守点検を実施するとともに、必要に
応じて観測施設や観測手法の改善等を行う。

堤防決壊等による洪水氾濫が発生した場合、自助・共助・公助の精神のもと、
住民等の生命を守ることを最優先とし、被害の最小化を図る必要がある。

そのため、迅速かつ確実な住民避難や水防活動等が実施されるよう、関係機
関と連携を一層図る。

簡易型河川監視用CCTVカメラにより出水時に
適切な避難判断や行動を促すツールとして、最
新の河川状況を映像でリアルタイムに発信して
いる例

水害リスク情報の発信の例

水害リスクマップ（令和4年8月31日公表）

住民等への主体的な避難の促進

ダム下流浸水想定図（令和2年6月12日公表）

許可工作物の履行検査の状況

写真きれいに

写真きれいに

簡易型河川監視カメラの設置状況 川の水位情報ウェブサイト

水位観測所の点検状況 流量観測の高度化（無人化）の例

令和元年10月 東日本台風観測員の安全確保
のための避難や、強風により観測ができな
かったことから利根川上流部で先行して実施

利根川氾濫時においても流域自
治体からの「犠牲者ゼロ」を実現
するため、利根川中流4県境 広
域避難協議会を設立し、H29年8
月より議論を実施
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４．事業の進捗状況（維持管理）
－河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項－

流水の正常な機能を維持するため必要な流量を定めた地点等において必要な流量を
確保するため、流域の雨量、河川流量、取水量、感潮域の塩化物イオン濃度等の水質
を監視し、ダム群の統合管理や霞ヶ浦導水路、北千葉導水路及び利根川河口堰等の
施設の効果的・効率的な運用により、広域的な低水管理を実施する。

異常渇水を含め渇水対策が必要
となる場合は、関係水利使用者等
で構成する利根川水系渇水対策
連絡協議会等を通じ、関係水利使
用者による円滑な協議が行われる
よう、情報提供に努め、適切に低
水管理を行うとともに、必要に応じ
て、水利使用の調整に関してあっ
せん又は調停を行う。

利根川水系渇水対策連絡協議会（Ｈ３１．４．２３）

各ダムの特性を活かし治水・利水の効果を最大限に発揮させるため、ダム群を一元的に
管理･運営する。

情報収集･監視、予測、運用計画･指示、ダム操作等を日々繰り返し行い、洪水や渇水被
害の防除に努める。

低水管理

■統合管理
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４．事業の進捗状況（維持管理）

水質の保全

自然環境の保全

－河川環境の整備と保全に関する事項－

良好な自然環境の維持を図るためには、河川環境の実態を定期的、継続的、
統一的に把握する必要があることから、「河川水辺の国勢調査」等により、基
礎情報の収集・整理を実施する。外来生物への対応については、河川管理や
自然環境上支障がある場合について検討し、必要に応じて学識経験者等の意
見を聴きながら、関係機関や地域住民と連携して防除等の対策を実施する。
また、必要に応じて、ダム貯水池に堆積した土砂の下流への還元やフラッシュ
放流を行い、下流河川の環境改善効果について調査及び検討を行う。

河川空間の適正な利用

自然環境の保全と秩序ある河川利用の促進を図るため、河川環境の特性
に配慮した管理を実施する。また、既存の親水施設、坂路や階段等につい
ても、地域住民や沿川の地方公共団体と一体となって、安全・安心な利用
ができるよう改善を図る。

水面の適正な利用

水面利用が盛んなことから、地域の歴史・文化、河川環境を考慮しながら
、安全で秩序ある河岸周辺や水面の利用を図るため、地域住民や関係機
関と連携して利用計画を策定し、それに基づいた航路確保のための浚渫
を進めるとともに、航行標識等の施設整備を検討し実施する。八ッ場ダム
、矢木沢ダム、奈良俣ダム、渡良瀬貯水池等のダム貯水池においても、湖
面利用が盛んなことから、湖面利用に関する計画を策定し、安全で秩序あ
る湖面利用を図る。

景観の保全

利根川・江戸川の自然・歴史・文化・生活と織り成す特徴ある景観や歴史的
な施設について、関係機関と連携を図り、保全・継承に努める。また、各ダ
ムの周辺は、変化に富んだ自然景観が見られ、自然とのふれあいや憩いを
求めて数多くの人が訪れており、これらの景観の保全に努める。

外来種除去（利根川 小山市・栃木市）の例

坂川河川網検討会北千葉導水路 放流口（野々下）

R2.6月 R2.11月

湖面利用（八ッ場ダム 水陸両用車の例）

良好な水質を維持するため、水質の状況を把握するとともに、水生生物調査や
新たな指標による水質の評価等を実施し、さらなる水質改善に向けた取組を行
う。利根川への影響を低減させるための手賀沼への浄化用水の導入について
は、現況の水質を考慮しながら、効果的・効率的な運用を行う。さらに、水質事
故に備えた訓練及び必要資材の備蓄を行うとともに、関係機関との情報共有・
情報伝達体制の整備を進め、状況に応じて既存の河川管理施設の有効活用を
行い、水質事故時における被害の最小化を図る。ダム貯水池においては、水質
が保全されるよう適切な貯水池の運用に努める。

湖面利用（渡良瀬貯水池の例）

Ｒ４とちぎ国体ボート競技



４．事業の進捗状況（維持管理）
－河川環境の整備と保全に関する事項－

環境教育の推進

人と自然との共生のための行動意欲の向上や環境問題を解決する能力
の育成を図るため、環境教育や自然体験活動等への取組について、市民
団体、地域の教育委員会や学校等、関係機関と連携し、推進していく。ま
た、河川の魅力や洪水時等における水難事故等の危険性を伝え、安全で
楽しく河川に親しむための正しい知識と豊かな経験を持つ指導者の育成
を支援する。

不法投棄対策

河川には、テレビ、冷蔵庫等の大
型ゴミや家庭ゴミの不法投棄が多
いため地域住民等の参加による
河川の美化・清掃活動を地方公
共団体と連携して支援し、河川美
化の意識向上を図る。また、地域
住民やＮＰＯ等と連携・協働した河
川管理を実施することで、ゴミの
不法投棄対策に取り組む。

不法係留船対策

不法係留船や不法係留施設は、洪水
時に流失することにより河川管理施
設等の損傷の原因となったり、河川
工事において支障となるばかりでなく
、河川の景観を損ねる等、河川管理
上の支障となっているため、不法係
留船、不法係留施設に対する対策を
地方公共団体、地域住民、水面利用
者等と連携して推進していく。

小学生を対象とした環境学習の実施（千葉県流山市：坂川）

水生生物調査 水質調査

R2.9月 R2.9月

地元中学生を対象とした自然観察会（千葉県東庄町：利根川）

（R3.7.21 鳥類観察会） （R3.9.30 魚類観察会）

渡良瀬遊水地クリーン作戦の様子

集められたゴミ

警告看板の設置

船体番号による所有者
の調査・撤去指導

河川工事に支障が
ある船舶の撤去

撤去前

撤去中

32



４．事業の進捗状況(流下能力図) 利根川

■利根川下流区間は、無堤区

間の堤防整備を順次整備して

いる。現時点において河口か

ら65ｋ付近までＨ.Ｗ.Ｌ評価の流

下能力は河道の目標流量に対

して不足している。

■利根川上流区間は、氾濫域

が首都へ及ぶ右岸の首都圏

氾濫区域堤防強化対策区間

の堤防整備を順次整備してし

ており、左岸堤防についても右

岸の進捗にあわせて整備を実

施している。また、河道目標流

量を安全に流下させるため、堤

防整備にあわせ河道掘削も実

施している。

凡 例（流下能力）

スライドダウン－余裕高評価

H.W.L評価
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事業着手時点

現在

利根川下流区間 利根川上流区間

利根川下流区間 利根川上流区間

利根川下流区間 利根川上流区間

利根川下流区間 利根川上流区間
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■ 江戸川の現況の堤防は高
さは確保されているものの、流
下能力が不足することから、整
備計画流量の確保と治水安全
度の向上のため、段階的な整
備を行っている。

事業着手時点

現在

４．事業の進捗状況(流下能力図) 江戸川

凡 例（流下能力）

スライドダウン－余裕高評価

H.W.L評価
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４．事業の進捗状況(流下能力図) 烏川

凡 例（流下能力）

スライドダウン－余裕高評価

H.W.L評価

河道の目標流量

■烏川は、右岸無堤区間の堤
防整備を順次整備している。
現時点において6.4kから上流に
おいては、Ｈ.Ｗ.Ｌ評価の流下能
力が河道の目標流量に対して不
足している。

事業着手時点

現在



４．事業の進捗状況(効果事例)
 首都圏氾濫区域堤防強化対策は、平成13年台風第15号の際に埼玉県加須市大越地先（利根川右岸139k付近）で発生した堤体及び基盤漏水を契機に、平成16年度か

ら洪水時の堤体への水の浸透に対する安全性を向上させるための対策として堤防断面の拡幅を実施している。

 令和元年東日本台風における水位は、川俣水位観測所において平成13年台風第15号に比べ約3m高く、計画高水位を超える出水であったが、漏水は確認されなかった。

堤防強化対策区間

・対策延長：65.7km
【小山川合流点（深谷市）～

常磐自動車道（三郷市）】

・事業期間：H16～
優先区間【東北自動車道（羽生市）～

常磐自動車道（三郷市）】

堤防強化対策断面

10

15

20

25

30

2019/10/12 0:00 2019/10/12 12:00 2019/10/13 0:00 2019/10/13 12:00 2019/10/14 0:00

標
高

(Y
.P

.m
)

R1.10洪水水位（川俣水位観測所）

計画高水位

平成13年9月 台風第15に伴う漏水状況 埼玉県加須市大越地先（利根川右岸139k付近）

対策範囲
L=65.7km

川俣水位観測所

高水敷を越える水位が約１日継続

36

【堤外】【堤内】 表腹付盛土
裏腹付盛土

湿潤化防止工

堤脚水路

堤内道路

H.W.L

令和元年東日本台風の出水状況（10月13日 13時頃）
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10

12

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

出
水
数
（
回
）

⼾⽥井排水機場（旧）が稼働した出水の数 ⼾⽥井排水機場が稼働した出水の数

排水機場改築

【戸田井排水機場稼働実績】

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

床上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
床下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

年

浸水⼾数

【北浦川、西浦川流域の水害による家屋の浸水被害の発生状況】

出典：水害統計

 戸田井排水機場は、改築以降（Ｈ２８年度完成）年平均５回程度稼働しており、流域内では一度も家屋の浸水被害が発生していない。
 令和元年東日本台風時に戸田井排水機場が機能しなかった場合、約512haの浸水、197戸（床上19戸、床下178戸）の浸水被害が生じる恐れがあった。

戸田井排水機場

【R1.10洪水時の戸田井排水機場周辺の様子】

改築後
年平均5回

改築前
年平均3.7回

【事業の効果】

■：R1.10洪水においてが戸田
井排水機場（13m3/s）が稼働
しなかった場合に想定される
浸水範囲。浸水面積：512ha

浸水面積 被害戸数

約512haの浸水を減 約200戸の被害戸数を減

４．事業の進捗状況(効果事例)



38

４．事業の進捗状況(効果事例)
■事業中の烏川上流築堤事業において、１工区、２工区では、堤防の整備によって河川氾濫による浸水被害は見られなかった。

Ⅰ工区 Ⅱ工区 Ⅲ工区

城南大橋
上信電鉄
烏川橋梁

計画堤防ライン

凡 例

平成10年9月洪水浸水エリア
平成12年9月洪水浸水エリア

令和元年10月洪水浸水エリア

烏川 →

垂直写真：令和元年10月撮影

写真

整備イメージ図

今回の水位

整備した盛土

堤防前の地盤線
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４．事業の進捗状況(効果事例)
■令和元年東日本台風では、試験湛水中であった八ッ場ダムは流入量の約100%を貯留し、他の利根川上流域のダムと一体となって下流区間の水位低下に寄与した。
■八ッ場ダムの利水容量である、非洪水期9,000万㎥、洪水期2,500万㎥が増加したことによって、今後の渇水頻度の軽減等、安定的な供給が見込まれる。
■八ッ場ダムへの来訪者数は、運用開始後の令和2年7月以降、令和4年10月末時点で累計約60万人となっており、ダムを活かした水源地域の振興にも貢献している。

ダム天端でのキッチンカー営業

八ッ場ダム流域平均雨量

時間最大雨量29.3mm

累加雨量342.6mm

常時満水位 583.0m

洪水期制限水位 555.2m

凡例

貯水位
流入量

放流量
ダムに貯めた量

流入量のほぼすべてを貯
留したことで、下流区間の
水位低下に寄与した。

令和元年東日本台風直後の八ッ場ダム

貯留量 約7,500万㎥

【利水における効果】

【地域振興への貢献】

【治水における効果（令和元年東日本台風）】

なるほど！やんば資料館混雑状況

水源地域ビジョンや河川空間のオープン化
等の取組により、既存の観光資源や新たに
整備した地域振興施設等の更なる利活用を
図ることによって、ダムを活かした水源地域
の振興にも貢献している。

湖面での打ち上げ花火

ダム完成前（補給なし）の状況
（平成２８年５月２９日）

ダム完成後（補給あり）の状況
（令和２年５月２８日）

八ッ場ダム下流河川（吾妻峡）の状況



・関東地域では首都圏広域地方計画
（Ｈ２１年策定）をキッカケに取り組みが
始まり、「関東エコロジカル・ネットワー
ク推進協議会」を設立、その後エリア協
議会（利根運河地域エリア、渡良瀬遊
水地エリア、荒川流域エリア）を設立し
て取り組みがされている。

コウノトリのヒナの様子
（提供：わたらせ未来基金）

掘削による湿地再生

渡良瀬遊水地（第２調節池）の掘削

４．事業の進捗状況(効果事例）
■多自然川づくりの取組を流域単位で考える「河川を基軸としたエコロジカル・ネットワークの形成」を推進している。
■渡良瀬遊水地では、「ラムサール条約湿地」に登録されたことや、「渡良瀬遊水地湿地保全・再生基本計画」を踏まえ、現存する良好な環境の保全と

掘削による湿地の再生に取り組み、築堤土掘削を工夫している。
■流域住民や関係機関と連携し、地域と多様な主体が協働・連携している効果として、湿地再生付近の人工巣塔では、2020年6月にコウノトリのヒナが

2羽誕生し、7月末に無事巣立ち、3年連続で繁殖が確認されている。
■渡良瀬遊水地内でのヒナ誕生は、東日本では1800年代後半以来初であると同時に、兵庫県立コウノトリの郷公園が2005年に野生復帰を開始以降、

河川区域内での誕生、巣立ちは初となる。
■コウノトリは、国の特別天然記念物で関東地域の取り組みではシンボル・指標種になっている。

全国10地域で16の協議会が設立されている（令和4年8月時点）
コウノトリは国内各地に飛来しており、豊岡市など近畿地方北部をはじめ、徳島県鳴門市、島根県雲南市
などで繁殖（令和4年8月時点で国内の野外コウノトリは311羽到達） 40



４．事業の進捗状況(効果事例）
■稲戸井調節池は、上流の菅生調節池、対岸の田中調節池と一体となり、洪水を一時貯留することにより、利根川下流部への洪水流量負担の軽減を

図る重要な施設である。

■一方、稲戸井調節池周辺には、大野川左岸のハンノキ林やヤナギ林などの樹林地、ヨシ、オギ等の草地など様々な環境がみられ、これらは猛禽類
をはじめ、多様な生物の生息環境となっている。

■稲戸井調節池の治水容量の確保・環境の保全といった観点から、現在、ヤナギの繁茂の抑制と、多様な生物の生息環境を形成させるため、水域や
水際の環境を創出するよう掘削を行っており、令和3年度末までの工事によって約10haの水面が創出された。

■調節池内の掘削によって創出された水面の拡大に伴い、コウノトリの飛来数も年々増えている。
■また、令和3年には、関東で数例のみとされているチュウヒの営巣が確認された。

令和3年に巣立ったチュウヒの幼鳥

掘削により創出された水面

大野川左岸の樹林地や草地
利根川

利根川

○：掘削範囲
○：掘削済範囲

■：水面
■：ヨシ等の湿生草地

○：環境保全区域

掘削範囲でのコウノトリ飛来状況 掘削範囲に創出された
水面で採餌するコウノトリ※野田市より提供いただいたGPSデータ「コウノトリ位置情報2016.6.4～2022.3.31」を用いて図面を作成

41
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■利根川下流部のヨシ原や干潟の保全・再生、河岸ワンド等の再生のため、高水敷掘削を実施した。

■希少な生物の生息環境の保全･再生を目的に「利根川下流自然再生計画」を平成25年３月に策定した。

■事業実施により、オオセッカやコジュリン、ヒヌマイトトンボ､エドハゼ等の希少な生物が確認されており、事業の効果が確認された。

■整備箇所は、地元中学生等の環境学習のフィールドにも活用されている。

■ヨシ原の維持管理を目的としたヨシ焼きを地元と連携して実施した。

４．事業の進捗状況(効果事例)

▼地元中学生による鳥類観察会
（東庄Ⅱ地区）

小見川･高浜地区（Ｈ29整備)

東庄Ⅱ地区
(H26～28整備)

東庄Ⅰ地区
川尻･矢田部地区(R2～整備中)

船木･椎柴地区

神栖市

銚子市

香取市

東庄町
(H30～31整備)

(今後整備予定)

利根川河口堰

整備前（R3.5.7) 整備後（R3.12.29)

●川尻･矢田部地区(R2～整備中)

▼ヨシ焼き状況（東庄Ⅱ地区）

整備中

●事業実施箇所

◀地元中学生による火入れ

▲オオセッカ
環境省絶滅危惧ⅠＢ類

▲コジュリン
環境省絶滅危惧Ⅱ類

▲ヒヌマイトトンボ
環境省絶滅危惧ⅠＢ類

▲エドハゼ
環境省絶滅危惧Ⅱ類

整備箇所



タタラカンガレイ、タコノアシ、サジオモダカ、カワヂシャ等の様々
な湿生の重要種が滞水部周辺の湿地環境に生育（座生地区）

４．事業の進捗状況(効果事例)
■本川と連続したワンド掘削を行うことで、コイ、ギンブナ、ニゴイなどの生息・生育環境が形成された。

■冠水頻度に応じた植物が生育しエコトーンが形成され、掘削面上の滞水部では、希少な湿生植物や水生植物が生育した。

■緩傾斜面上の微地形（凹凸）が増水時に冠水するとミナミメダカやフナの稚魚などが避難場として利用している。

■高水敷に創出された水深数cm程度の湿地（池）が広範囲に形成され、ニホンアマガエルやヌマガエルが繁殖場として利用している。

緩傾斜部の冠水頻度に応じた植物が生育しエコトーンが形成（座生地区）

早春の浅い滞水部でニホンアカガエルが繁殖（座生地区）

緩傾斜面上の微地形が増水時に冠水し、ミナミメダカやフナの稚魚などが避難場として利用（岩名地区）

ミナミメダカ ニホンアカガエル

本川とは接続しない高水敷上の浅い
池（右岸 金野井大橋付近）

本川と常時接続するワンド
（右岸 サンケイワンド）

ニホンアカガエルの幼生
43

ニゴイ

河道掘削

茨城県 千葉県

東京都

埼玉県

【確認された主な種】

■江戸川における多自然川づくりの基本方針
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■掘削路及び河道切り下げを実施することで、固定化した砂州の冠水頻度や掃流力を増大し、自然攪乱が生じるようにしたところ、樹林がフラッシュされ、新たな礫河
原が生じた。また、掘削路の下流部に造成した河道切り下げ部は、出水時に掘削路を流下した水が乗り上げるため、礫河原が維持されている。

■掘削路及び河道切り下げは樹林化抑制等の目的に加え、新たな水辺環境の創出により、カワラバッタなどの礫河原性生物の保全が可能となる。

４．事業の進捗状況(効果事例)

イカルチドリ コチドリ

カワラバッタ ホソスナゴミムシダマシ

新たな水辺環境の創出により確認された礫河原性動物

神流川4.2k付近の河道切り下げ箇所に創出された砂礫河原H23年11月（工事前） 掘削路開削 河道切り下げ

H30年10月（工事後）
出水時に掘削路を流下した

水が乗り上げるため、礫河

原が維持されている。

H27.9月の出水で掘削路が主

流路に変化。

神流川

神流川

河道切り下げに
よる河床攪乱
の効果切り下げ

水深、流速ともに大きくな
るため掃流力が増大する。

水深が浅く、掃
流力が弱い。

固定化した砂州の冠水
頻度をあげ、自然攪乱
を生じるようにする

掘削路のイメージ

河道切り下げのイメージ



凡　　　　例

整備済み 当面7年 概ね30年

堤防の整備（施設改築含む）

河道掘削

江戸川の流頭部における分派対策

浸透・侵食対策

高潮対策

超過洪水対策

地震・津波対策

危機管理対策

環境整備事業

５．事業の進捗の見通し（当面の整備の予定）
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■治水（利根川・江戸川直轄河川改修事業）に関する費用便益比

Ｂ／Ｃ ＝ 15.6 （全体事業：H25～R24） ， 16.6 （残事業：R5～R24）

17.4 （当面７年間：R5～R11）

※利根川水系利根川・江戸川河川整備計画ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会（R4.11.30）資料より

■環境（利根川総合水系環境整備事業）に関する費用便益比

Ｂ／Ｃ ＝ 9.7（全体事業：H7～R8）,19.2（残事業：H27～R8）

※利根川水系利根川・江戸川河川整備計画ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会（R2.12.3）資料より

 首都圏を抱える関東平野を貫流する利根川・江戸川は、氾濫域における人
口・資産等の集積が著しく、万一決壊すると、人命、資産、さらには日本の中
枢機能にも多大な影響を与えるおそれがあるため、災害に強い安全で安心な
地域を目指して整備を推進する。

 当面の整備にあたっては、首都を氾濫域にもつ右岸堤防の浸透対策を優先
しつつ、左岸堤防の整備も進め、治水安全度のバランスを図る。また、令和元
年東日本台風において計画高水位を超過した区間への対応や浸水区域への
対応として既存調節池の洪水調節容量の増大を図るなど、上下流及び左右
岸の治水安全度のバランスを確保しつつ、着実に整備を進め、洪水、高潮等
による災害に対する安全度の向上を図る。

 あわせて、水質、動植物の生息・生育・繁殖環境、景観、親水に配慮する等、
総合的な視点で推進する。



荒川水系河川整備計画治水メニュー 【イメージ】

４．事業の見込み等
（１)今後の改修方針【1/4】（事業位置図：利根川河口～下流部85.5ｋ）

0k

10k

30k

20k

40k50k

60k70k

80k

千葉県

河道掘削等

茨城県

河道掘削等

河道掘削等

堤防の整備

緊急復旧活動等の拠点
（押付地区）

※今後の状況の変化等により必要に応じて本図表に示していない場所においても施工することがある。

大水上山

銚 子
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侵食対策

侵食対策

侵食対策

侵食対策

５．事業の進捗の見通し（当面の整備の予定）

堤防の整備

凡 例

整備済み 当面7年 概ね30年

堤防の整備（施設改築含む）

河道掘削

浸透・侵食対策

■ ■ ■ 危機管理対策

項目 今後、当面７年間で整備する箇所 概ね20年～30年間で整備する箇所

洪水を安全に流下
させるための対策

堤防の整備（施設改築含む） 流下能力向上が必要な箇所において、堤防整備を実施 －

河道掘削等 流下能力確保が必要な区間において、河道掘削を実施 流下能力確保が必要な区間において、河道掘削を実施

危機管理対策 緊急復旧活動等の拠点 押付地区において、河川防災ステーションを整備 －

河道掘削等



５．事業の進捗の見通し（当面の整備の予定）

（１)今後の改修方針【2/4】（事業位置図：85.5ｋ～186.5k）

※今後の状況の変化等により必要に応じて本図に示していない箇所においても施工することがある。

凡 例

整備済み 当面7年 概ね30年

堤防の整備（施設改築含む）

河道掘削

浸透・侵食対策

洪水調節容量の確保

■ ■ ■ 危機管理対策

項目 今後、当面７年間で整備する箇所 概ね20年～30年間で整備する箇所

洪水を安全に流下
させるための対策

堤防の整備（施設改築含む） 流下能力向上が必要な箇所において、堤防整備を実施 流下能力向上が必要な箇所において、堤防整備を実施

河道掘削 － 流下能力確保が必要な区間において、河道掘削を実施

浸透・侵食対策

首都圏氾濫区域堤防強化対策 断面拡大工法による対策を実施 断面拡大工法による対策を実施

堤防強化対策 － 浸透対策を実施

洪水調節容量の確保 稲戸井調節池、田中調節池 稲戸井調節池における洪水調節容量の増大
稲戸井調節池における洪水調節容量の増大
田中調節池における洪水調節機能の向上

危機管理対策 緊急復旧活動等の拠点 目吹地区において、河川防災ステーションを整備 境地区において、河川防災ステーションを整備

90k

100k

110k

120k
130k

140k

160k

170k

180k

150k
鬼
怒
川→

伊勢崎市

本庄市

太田市

深谷市

大泉町

熊谷市

千代田町

明和町

板倉町

羽生市

加須市

加須市 古河市

久喜市
五霞町

境町

坂東市

野田市 守谷市

取手市

柏市
緊急復旧活動等の拠点

(目吹地区)

稲戸井調節池

田中調節池

我孫子市

栃木市

小山市

野木町

千葉県

群馬県

栃木県

埼玉県

茨城県

行田市

常総市

渡良瀬遊水地

菅生調節池

10k

堤防の整備 堤防の整備

堤防強化対策

首都圏氾濫区域
堤防強化対策 首都圏氾濫区域堤防強化対策

堤防の整備 堤防強化対策 堤防の整備

堤防強化対策 堤防強化対策

河道掘削

河道掘削

堤防強化対策堤防の整備

堤防強化対策

河道掘削

河道掘削

緊急復旧活動等の拠点
（北川辺地区）

大水上山

銚 子

緊急復旧活動等の拠点
(境地区)
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（１)今後の改修方針【3/4】（事業位置図：烏川）

※今後の状況の変化等により必要に応じて本図表に示していない場所においても施工することがある。 48

５．事業の進捗の見通し（当面の整備の予定）

群馬県

埼玉県

堤防の整備

堤防の整備 烏川調節池

烏川調節池

河道掘削

河道掘削

藤岡市

上里町

玉村町

神川町

0.0k

5.0k

10.0k

15.0k

19.0k

たまむらまち

かみさとまち

ふじおかし

かみかわまち

高崎市

たかさきし

河道掘削

河道掘削

河道掘削

※今後の状況の変化等により必要に応じて本図表に示していない場所においても施工することがある。

大水上山

銚 子

凡 例

整備済み 当面7年 概ね30年

堤防の整備（施設改築含む）

河道掘削

洪水調節容量の確保

項目 今後、当面７年間で整備する箇所 概ね20年～30年間で整備する箇所

洪水を安全に流下
させるための対策

堤防の整備（施設改築含む） 流下能力向上が必要な箇所において、堤防整備を実施 流下能力向上が必要な箇所において、堤防整備を実施

河道掘削 流下能力確保が必要な区間において、河道掘削を実施 流下能力確保が必要な区間において、河道掘削を実施

洪水調節容量の確保 烏川調節池 － 烏川調節池の整備



（１)今後の改修方針【4/4】（事業位置図：江戸川）

５．事業の進捗の見通し（当面の整備の予定）

春日部市

杉戸町

市川市

松戸市

流山市

野田市

江戸川区

吉川市

三郷市

葛飾区首都圏氾濫区域堤防強化対策

幸手市

松伏町

八潮市

堤防強化対策

30k

40k

20k

10k

緊急復旧活動等の拠点
（吉川地区）

江戸川の流頭部における分派対策

千葉県

埼玉県

東京都

50k

江戸川水閘門

河道掘削

堤防の整備

高規格堤防整備
（篠崎公園地区）

堤防強化対策 堤防の整備

大水上山

銚 子

堤防の整備

堤防の整備

※今後の状況の変化等により必要に応じて本表に示していない場所においても施行することがある。

大水上山

銚 子

凡 例

整備
済み

当面7年 概ね30年

堤防の整備（施設改築含む）

河道掘削

江戸川の流頭部における分派対策

浸透・侵食対策

高潮対策

▲ ▲ ▲ 超過洪水対策

◆ ◆ ◆ 地震・津波対策

● ● ● 危機管理対策

河道掘削

堤防強化対策河道掘削

河道掘削

高規格堤防整備
（北小岩一丁目地区）

高規格堤防整備
（下妙典地区）

高規格堤防整備
（高谷Ⅱ期地区）
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５．事業の進捗の見通し（コスト縮減の取組）

■建設発生土の土質改良を行い、約８４百万円のコスト縮減を図った。

【 効 果 】

・土砂処分費を削減 ・建設発生土の有効活用

粘性土
（河道掘削土）

礫材
（購入）

改良土
土質改良機

砂質土
（浚渫土）

粘性土
（河道掘削土）

砂質土
（浚渫土）

礫材
（購入）

改良土

土質改良機
計量ｺﾝﾍﾞｱ 排出ｺﾝﾍﾞｱ投入ｺﾝﾍﾞｱ

計
量

ｺ
ﾝ
ﾍ

ﾞｱ

計
量

ｺ
ﾝ
ﾍ

ﾞｱ

縮減前：建設残土処分（処分場） 縮減後：土質改良による再利用

処分費 １２，０００円／m3 改良費 ３，６００円／m3

約８４百万円のコスト縮減 ※１０，０００m3あたり

■こまめ除草を実施することで、除草に要する費用を約１億円/年のコス
ト縮減を図った。

こまめ除草とは、年に３回以上除草することで、草丈を抑え、集草や刈草の処
分が不要となり、コスト縮減につながる。

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

管内全体

金
額
（
千

円
）

除草費用の比較(全体)

2回除草

4回除草

コスト縮減前

コスト縮減後

肩掛式に
よる刈取・
集草・運
搬処分

肩掛式に
よる刈取・
集草・運
搬処分

４回目

ハンドガイド式によ
る刈取

２回目 ３回目
コ
ス
ト
縮
減

１回目

ハンドガイド式によ
る刈取

ハンドガイド式によ
る刈取

ハンドガイド式によ
る刈取

■こまめ除草によるコスト縮減イメージ

除草2回 2回目除草前
R2.8.19 利根川左岸77.5k付近

除草4回 ３回目除草前
R3.9.28 利根川左岸77.5k付近

（2回除草、1回集草・梱包・処分）

（４回除草）

除草

梱包・処分

こまめ除草では、集草・
梱包・処分を実施しない
分、コストが縮減でき、
草丈も抑えられる。

除草のみ

コスト縮減前 コスト縮減後

集草

コスト縮減後

コスト縮減前

河道掘削（粘性土）、浚渫（砂質土）による建設発生土の粒度や含水比の調整を
行い、築堤に適した土質に改良して再利用することで、コスト縮減を図った。
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従来の堤防保護工兼堤脚水路構造

■近年の実績として、堤脚水路（法留兼用）を現場に適用することにより、施工費の削減等、コスト縮減を図った。

51

５．事業の進捗の見通し（コスト縮減の取組）

浸透対策が必要な堤防法尻部については、浸潤防止工（ドレーン）と法留め及び、堤脚水路をそれぞれ設置することとなる。
このため、法留めと堤脚水路が一体となった製品を採用し同時施工することにより、施工費（設置費用）の削減及び、工期短縮が可能となった。

従来の堤防法尻の状況

新たな堤防保護工兼堤脚水路構造 新たな堤防法尻の状況

縮減前 ： 約１１．４億円

縮減後 ： 約１０．３億円

約１．１億円のコスト縮減

※施工費を比較

※浸潤防止工については、新工法・従来工法共に
必要なため比較していない。

法留めと堤脚水路を同時に施工

堤脚水路

小型重力式擁壁
浸潤防止工



■近年の実績として、堤防用法肩ブロックを新たに開発し、現場に適用することにより、除草費用の削減等、コスト縮減を図った。
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５．事業の進捗の見通し（コスト縮減の取組）

堤防天端の法肩部は、人力盛土である施工上の作業効率が悪く、舗装止めブロックとの同時施工が出来ず、工期短縮が困難であった。また、法肩盛土は完成後数年
が経過すると雑草が繁茂し、通行時の支障になり、除草費用もかさみ、降雨時に法肩が侵食されることもあり、補修費もかかる課題があった。このため、堤防用法肩ブ
ロックを新たに開発し、現場に適用することにより、除草費用を削減することで引き続き、コスト縮減に努めていく。

従来の堤防法肩構造 堤防天端の雑草繁茂の状況

新たな堤防法肩構造 堤防天端の状況

この部分の除草が不要

縮減前 ： 約２５．６億円

縮減後 ： 約２０．６億円

約５億円のコスト縮減

※イニシャルコストとランニングコストの合計で評価

※コンクリート構造物の耐用年数が概ね５０年のた
め、５０年のランニングコストとして計算



５．事業の進捗の見通し（コスト縮減の取組）

 伐採木は、これまで産業廃棄物処分をしていたところ、伐採した樹木をチップ化して高水敷に敷均しすることで、処分場への運搬・処分費が削減され、約６千万

のコスト縮減を図った。

新：伐採木のチップ化

従来：産業廃棄物処分（処分場）

○伐採木のチップ化によるコスト縮減○伐採木のチップ化によるコスト縮減

縮減前：産業廃棄物処分（処分場）

縮減後：伐採木のチップ化

処分場への運搬・処分費 約２億円

約６千万円のコスト縮減

伐木破砕、場内運搬、チップ敷均し
約１億４千万円

※縮減額はH30～R3年度までの伐採工事の数量を元に算定

伐木 集積 処分場へ運搬 産業廃棄物処分

チップ敷均し

場内運搬伐木破砕（チップ化）

伐木 集積

コスト
縮減
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６．河川整備に関する新たな視点６．河川整備に関する新たな視点 （１）気候変動を踏まえた治水計画の見直し

 平成30年4月より「気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会」において、気候変動による影響について技術的な検討が進められ、令和元年10月には「気

候変動を踏まえた治水計画のあり方」が提言としてとりまとめられたほか、令和元年11月には、社会資本整備審議会河川分科会気候変動を踏まえた水災害対

策検討小委員会が設置され、令和２年７月に「気候変動を踏まえた水災害対策のあり方」について、答申がとりまとめられた。

 答申では、過去の降雨などの実績に基づいて作成されてきた計画を、気候変動による降雨量の増加などを考慮した計画に見直す必要があるとされている。

 令和3年4月には、「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」提言改訂版が公表され、気候変動を考慮した治水計画へ見直すにあたり、計画で想定する外力を

世界の平均気温が２度上昇した場合を想定した降雨量とするとともに、過去に経験したことのない雨の降り方も考慮した上で、治水対策の検討の前提となる基

本高水を設定すべきことが示された。

「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」答申（R2.7 社会資本整備審議会）概要資料 より

気候変動を踏まえた計画へ見直し

計画の見直し

○ 過去の降雨や高潮の実績に基づいて計画を、将来の気候変動を踏まえた計画に見直し

洪水、内水氾濫、土砂災害、高潮・高波等
を防御する計画は、

これまで、過去の降雨、潮位などに基づいて作成してきた。

しかし、
気候変動の影響による降雨量の増大、海面水位の上昇などを考慮すると
現在の計画の整備完了時点では、実質的な安全度が確保できないおそれ

今後は、
気候変動による降雨量の増加※、潮位の上昇などを考慮したもの
に計画を見直し

※ 世界の平均気温の上昇を２度に抑えるシナリオ
（パリ協定が目標としているもの）の場合で
降雨量変化倍率は約1.1倍と試算
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６．河川整備に関する新たな視点６．河川整備に関する新たな視点 （１）気候変動を踏まえた治水計画の見直し

 近年の水災害の頻発に加え、今後、気候変動の影響により更に激甚化するとの予測を踏まえ、治水計画を「過去の降雨実績に基づくもの」から「気候変動の

影響を考慮したもの」へと見直し、抜本的な治水対策を推進することとしています。

 十勝川水系および阿武隈川水系の河川整備基本方針について、気候変動の影響による将来の降雨量の増大を考慮するとともに、流域治水の観点も踏まえ

たものに見直しを行いました。

 これにより、気候変動の影響を考慮した一級水系の河川整備基本方針の変更としては、令和３年度に変更した新宮川、五ヶ瀬川、球磨川の３水系に続き、

令和4年9月9日の変更で５水系となりました。
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 令和2年7月にとりまとめられた「気候変動を踏まえた水災害対策のあり方」答申では,これまで進めてきた「水防災意識社会」の再構築の取組をさらに一歩進

め、気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえてあらゆる関係者が協働して流域全体で対応する「流域治水」への転換を進めることが示された。

６．河川整備に関する新たな視点 （２）流域治水
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 利根川・江戸川においては、国の機関に加え、各都県、市町村等の関係者による流域治水協議会（利根川上流、利根川下流、烏川・神流川、江戸川）を立ち上げ、

それぞれの協議会において合意した取組内容をとりまとめ、利根川・江戸川流域治水プロジェクトとして令和3年3月30日に公表した。

６．河川整備に関する新たな視点 （２）流域治水
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６．河川整備に関する新たな視点 （２）流域治水

 利根川・江戸川流域治水プロジェクトにおいて、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取り組みも推進している。
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 近年、全国各地で水災害が激甚化・頻発化するとともに、気候変動の影響により、今後、降雨量や洪水発生頻度が全国で増加することが見込まれている。

 このため、ハード整備の加速化・充実や治水計画の見直しに加え、上流・下流や本川・支川の流域全体を俯瞰し、国や流域自治体、企業・住民等、あらゆる関係

者が協働して取り組む「流域治水」の実効性を高めるため、「流域治水関連法」を整備した。

６．河川整備に関する新たな視点 （２）流域治水

１

◆ 流域水害対策計画を活用する河川の拡大

－ 市街化の進展により河川整備で被害防止が困難な河川に加え、自然的条件

により困難な河川を対象に追加（全国の河川に拡大）

◆ 流域水害対策に係る協議会の創設と計画の充実

－ 国、都道府県、市町村等の関係者が一堂に会し、官民による雨水貯留浸透

対策の強化、浸水エリアの土地利用等を協議

－ 協議結果を流域水害対策計画に位置付け、確実に実施

降雨量の増大等に対応し、ハード整備の加速化・充実や治水計画の見直しに加え、上流・下流や本川・支川の流域全体を俯瞰し、国、流域自治体、
企業・住民等、あらゆる関係者が協働して取り組む「流域治水」の実効性を高める法的枠組み「流域治水関連法」を整備する必要

○近年、令和元年東日本台風や令和２年７月豪雨等、全国各地で水災害が激甚化・頻発化

○気候変動の影響により、21世紀末には、全国平均で降雨量１．１倍、洪水発生頻度２倍になるとの試算

背景・必要性

（20世紀末比）

法律の概要

【目標・効果】 気候変動による降雨量の増加に対応した流域治水の実現

(KPI) 〇浸水想定区域を設定する河川数：2,092河川（2020年度）⇒約17,000河川（2025年度）

流域治水のイメージ

１．流域治⽔の計画・体制の強化 【特定都市河川法】

２．氾濫をできるだけ防ぐための対策
【河川法、下⽔道法、特定都市河川法、都市計画法、都市緑地法】

◆ 河川・下水道における対策の強化

－ 利水ダムの事前放流の拡大を図る協議会（河川管理者、電力会社等の利水者等が

参画）の創設（※予算・税制）

－ 下水道で浸水被害を防ぐべき目標降雨を計画に位置付け、整備を加速

－ 下水道の樋門等の操作ルールの策定を義務付け、河川等から市街地への

逆流等を確実に防止

◆ 流域における雨水貯留対策の強化

－ 貯留機能保全区域を創設し、沿川の保水・遊水機能を有する土地を確保

－ 都市部の緑地を保全し、貯留浸透機能を有するグリーンインフラとして活用

－ 認定制度、補助、税制特例により、自治体・民間の雨水貯留浸透施設の

整備を支援 （※予算関連・税制）

３．被害対象を減少させるための対策
【特定都市河川法、都市計画法、防災集団移転特別措置法、建築基準法】

◆ 水防災に対応したまちづくりとの連携、住まい方の工夫

－ 浸水被害防止区域を創設し、住宅や要配慮者施設等の安全性を事前確認（許可制）

－ 防災集団移転促進事業のエリア要件の拡充等により、危険エリアからの移転

を促進

－ 災害時の避難先となる拠点の整備や地区単位の浸水対策により、市街地の

安全性を強化

４．被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
【⽔防法、土砂災害防止法、河川法】

－ 洪水等に対応したハザードマップの作成を中小河川等まで拡大し、リスク情報

空白域を解消

－ 要配慮者利用施設に係る避難計画・

訓練に対する市町村の助言・勧告に

よって、避難の実効性確保

－ 国土交通大臣による権限代行の対象

を拡大し、災害で堆積した土砂の撤

去、準用河川を追加

（※予算関連）

（※予算関連）

● 特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律（令和3年法律第31号） ＜予算関連法律＞

◎ 堤防整備等のハード対策を更に推進（予算）

【公布：R3.5.10 / 施行：公布の日から３ヶ月又は６ヶ月以内で政令で定める日】
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６．河川整備に関する新たな視点 （３）多段階の浸水想定図及び水害リスクマップの公表

 国土交通省では、土地利用や住まい方の工夫の検討及び水災害リスクを踏まえた防災まちづくりの検討など、流域治水の取組を推進することを目的として、発生

頻度が高い降雨規模の場合に想定される浸水範囲や浸水深を明らかにするため、利根川水系利根川（国管理区間）の「多段階の浸水想定図」及び「水害リスク

マップ（暫定版）」を令和4年8月31日に作成・公表した。

 現在時点では、国管理河川からの外水氾濫のみを示しているが、今後は、国管理河川以外の外水氾濫や下水道等の内水氾濫も考慮した図を作成・公表していく

予定としている。

■公表場所
利根川上流河川事務所 ： https://www.ktr.mlit.go.jp/tonejo/tonejo00756.html

利根川下流河川事務所 ： https://www.ktr.mlit.go.jp/tonege/tonege00563.html

江戸川河川事務所 ： https://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa01051.html

高崎河川国道事務所 ： https://www.ktr.mlit.go.jp/takasaki/takasaki00786.html

○多段階の浸水想定図 ○水害リスクマップ（暫定版）



７．河川整備計画の点検結果（案）

【点検結果】
■河川整備計画に基づく事業を継続実施し、早期に目標とする治水安全度の達成に向けて整備を加速化していく
■気候変動による水災害リスクの増大に備えるため、流域内の関係機関との連携を図り、流域全体での取組を促進していく
■気候変動による降雨量の増加などを考慮した治水計画の見直しを検討していく
■豊かな自然を再生するとともに、現存する良好な自然環境を極力保全し、安全かつ容易にふれあうことができる水辺空間の確保に関する

整備を継続していく。

河
川
整
備
の
実
施

令和２年３月 第3回変更

河川整備の進捗・実施状況

 河川整備計画に基づき、着実に事業実施中

流域の社会情勢の変化

河川整備に関する新たな視点
 「気候変動を踏まえた水災害対策のあり方」答申R2.7 ■ 利根川・江戸川流域治水プロジェクトの策定 R3.3
 特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律の施行 R3.11
 多段階の浸水想定図及び水害リスクマップの公表 R4.8

地域の意向
 改修事業や環境整備事業等に対し、関係都県から引き続き事業の継続を要望する旨の意見をいただいている。

 土地利用や人口の大きな変化は無い ■ 洪水等による災害は発生していない

 水質は、BOD（75%値）において一部を除いて概ね環境基準を達成

平成29年9月 第2回変更

平成28年2月 第1回変更

平成25年5月 利根川水系利根川・江戸川河川整備計画 策定
平成27年8月 「水災害分野における気候変動適応策のあり方について」答申 平成27年9月 関東東北豪雨

平成27年12月「大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について」答申、水防災意識社会再構築ビジョンの取組み 等

・霞ヶ浦導水事業について記載を変更

・各事業の進捗を踏まえた記載の変更等

・思川開発事業について記載を変更

・各事業の進捗を踏まえた記載の変更等

・藤原・奈良俣再編ダム再生事業について記載を変更

・各事業の進捗を踏まえた記載の変更等

平成28年渇水 平成30年12月 「大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策のあり方について」答申 等

令和元年10月 東日本台風 令和元年10月「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」提言 等
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令和4年11月 河川整備計画 点検（今回）

令和2年12月 河川整備計画 点検


